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目的：
今までのダミー人形を使用した交通安全教室の
実験では、車が人形に衝突しても倒れ方が不自
然で、印象に残りづらい。したがって衝突したダ
ミー人形が自然に飛ぶような土台を設計する。

問題点
・人形が吹き飛ばずに引きずられる。
・人形と土台が上手く離れない。
・ダミー人形のバランスが悪い。

今までの土台

解決案

人形の踵のパ
イプ部分を鉤
型にする。

穴に傾斜を付け
て踵が外れやす
くする。

土台に穴をあけ、
鉤型の部分が収
まるようにする。

まとめ
メリット ：箱型なので安定感が増す。

土台の傾斜によって人形が良く飛
ぶ。
デメリット：木材なので壊れやすい。

この案によって
交通事故に対する危機回避能力の向上
が期待できる！

実験風景


